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三木先生の思い出
青 木
?
昭和26年二部仏文に入学して間もなく，新入生歓迎の集いが淀屋橋美津
濃のレストランで催されたことがあった。早々に到着していた私どもは隅
のほうにかたまっており，三木先生，小方先生といった方々がよろしきと
こるに座を占めておられた。定刻よりやや遅れて，先輩の宮本さん，たぷ
んこの会の幹事であったのだろう，急いでやってきたらしく，まさに入口
に飛び込むかたちで到着した。すかさず三木先生がく………れと一発入れた。
ぐ……りのなかみほフランス語で，新入りのわれらには分からず，いまだ
にく………Xのまま頭に残っているのだが，先生のこの時のイキのいい呼吸
がなんともいえず，宮本さんの間の悪さも和らぎ，一座の雰囲気も快活な
ものへと変わっていったのを，いまもありありと思いだす。
小柄で活力にあふれた先生の印象ほ，関大仏文に学んだ者のだれもが忘
れえぬところであろう。一年上級？の菅さんほ先生のことをく教壇を縦
横無尽に駈けめぐる好々爺〉と評した。 ＜好々爺〉は当時まだ40台の先生
には少しひどいが，これは菅さんの敬愛の表現であることに間違いない。
く縦横無尽Xの項はわれらも仕どなく経験することとなった。＜フェードル〉
の演習の時などまさにその通りであった。あの抑揚，あの声音，いまも耳
に残っている。
仏文の雰囲気ほ楽しかった。ただ，私ほ勤務先が大阪市の南の端にあり，
当初千里山だった二部の講義に駈けつけると 7時を過ぎた。そんな私を心
配して先生はいろいろ励ましてくださった。北浜の新聞社に勤務を変えた
のほ 2年次になってからである。
上級生の宮本さんがルソーを論じ，菅さんがコルネイユを語るのを聞く
につけても，雑誌が出せたらなあというのが，われら不肖どもの念願だっ
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たが，それが実現して，二部仏文研機関誌としてくROSEAU}を発刊した
のほ，たしか昭和28年だったと思う。三木先生には巻頭言を書いていただ
いた。その中にこういう意味の言葉があった。 ＜…これがたとえ三号雑誌
に終る運命をたどろうとも，青年の創意はやはり聰い〉。 先生はわれらの
力量と根気を危惧されたものであろう。そしてそのような結果になったと
きのことまで考えてわれらを慰めてくれたのである。先生の言葉が識をな
したわけでもあるまいが，編集が後輩のかたに移っていったのち5,6号で
廃刊となってしまったが，先生の細やかなお心づかいは忘れることができ
ない。
卒業後，先生のお世話で関大の図書餡に入り，迂余曲折あって関大を飛
び出し，今は通信制高校の教師をしている。高校教師になったとき一番喜
んでくださっのも先生であった。いつか大学の坂道で先生と出会ったこと
がある。嘱々としておられた。＜今が君，働らきざかりじゃないか..,}。す
こし気ばれよ，とおっしゃりたかったのであろう。先生はそういう言い方
で不肖の行く末を案じてくださったのである。
（昭31卒，大阪府立桃谷高等学校教諭）
